
第６学年 理科の実践 

１ 単元名   「水よう液の性質」（全１１時間） 

 

２ 単元目標 

 

 

 

 

 

３ 「ひびき合う三の丸の子どもたち」にせまるために 

 

 

 

 

 

 

 

導入の体験活動などには積極的に取り組むが、「なぜそうなるのか」ということに対して考えて解決

することが苦手である。特に苦手な子へは、学習内容を遡ったり、グループ学習を取り入れて、友だち

と一緒に考えたりするなど、支援が必要である。よく考えられる子に対しては、わかりやすく説明がで

きるよう、声をかけている。少人数の話し合いには前向きに取り組む子が多くいるため、そのよさを生

かした学習の流れになるようにしている。 

「聴く」については、友だちや教師の話に対して反応できない子が多い。話す人にとって聴く人の反

応がないと困ること、聴く人は自分の意思表示をしっかり行うことを繰り返し伝え、話す人が気持ちよ

く話せる聴き方を育てている。 

体育の「マット運動」や「表現」の学習で ChromeBookや iPadなどを、思考を促したり、友だちとイ

メージを共有したりするツールとして使ってきた。マット運動では、自分ができるようになりたい技を

上手に行っている子の動きを録画し、何度も見ながら取り組んだり、同じめあてをもって取り組んでい

る子たちとその画像をもとに話し合いながら学習したりしてきた。そうしたツールをうまく生かすこと

も、ひびき合うための土台づくりとして活用するよさを感じている。 

 

４ 単元と指導 

＜単元について＞ 

子どもたちは５年生の時に、水溶液について学習し、水の中に食塩やミョウバンなどの固体が溶けて

いるものが水溶液であるという概念をもっている。本単元では、既習事項も生かしながら、気体が溶け

ている水溶液もあることや、金属を溶かす水溶液があることを実験や観察を通して理解していく。 

学習指導要領では、“本内容は、第５学年「Ａ (1) 物の溶け方」の学習を踏まえて、「粒子」について

の基本的な概念等を柱とした内容のうちの「粒子の結合」、「粒子の保存性」に関わるものである。ここで

は、児童が、水に溶けている物に着目して、それらによる水溶液の性質や働きの違いを多面的に調べる

活動を通して、水溶液の性質や働きについての理解を図り、観察、実験などに関する技能を身に付ける

とともに、主により妥当な考えをつくりだす力や主体的に問題解決しようとする態度を育成することが

ねらいである。”となっている。 

本単元は、前半は無色透明な水溶液を、それぞれの特徴を生かした方法で判別していき、後半は、その

活動から生まれた疑問や気になることなどを中心にして学習していく。目の前で起こる現象に対し、子

水に溶けている物に着目して、それらによる水溶液の性質や働きの違いを多面的に調べる活動を

通して、水溶液の性質や働きについての理解を図り、観察、実験などに関する技能を身につけると

ともに、主により妥当な考えをつくりだす力や主体的に問題解決しようとする態度を養うことがで

きるようにする。 

 

研究課題「子どもが解決したい問題をもち、友だちとひびき合いながら学習する子どもの育成」 

手だて・・・子どもの願いや思いを見とった単元構想と授業づくり 

高学年ブロックテーマ 「仲間への理解、自立する自分」 

・仲間を理解しつつ、自分の思いも大切にする姿 

・新しい価値観にふれ、自分を再構築する姿 

 



どもたちはいろいろなことに気付くだろう。そこから解決していきたい問題を取りあげ、子どもたちが

主体的に学べるようにしていく。問題について思考する場面では、前学年までに扱っているイメージ図

を活用する。目に見えない粒子について捉え、変化していく様子について理解を深めていくことができ

るようにしていく。 

 

＜指導について＞ 

本単元の導入は、まずは見た目やにおいなどで判別できる３種類の水溶液（食塩水・醤油・酢）を用

意し、どのように見分けたか子どもたちに聞いていった。そこで、色などの「見た目」や水溶液特有の

「におい」など、今後７種類の無色透明の水溶液（酸性:炭酸水・塩酸・ミョウバン水、中性:食塩水、

アルカリ性:石灰水・アンモニア水・水酸化ナトリウム水溶液）を判別していく手段を全体の場で共有

した。見た目やにおいで分けられないものには、既習事項である「蒸発」や、洗剤等に表記されている

（弱）酸性やアルカリ性などに分けるために「リトマス紙」や「BTB溶液」を使えば分かると、子ども

から出てきたものを中心に活動を進めていった。それでも分からないものがあるため、必要な情報を教

師が選択し、別途資料を配付した。 

単元の前半は水溶液の正体に迫る実験が中心となっている。その中で問題が切実になるのは、鉄（ス

チールウール）と塩酸が反応し、鉄が塩酸に溶けて見えなくなることであると考えられる。塩酸を見分

けるときに鉄を入れ、それが反応して鉄が溶けて見えなくなる。これまでは、混ぜることで固体が水に

溶けて目に見えない状態になっていたものが、泡（水素）を発生させながら混ぜることなく徐々に見え

なくなっていく。その様子を見ている子どもたちの「なんで？」という表情や学習感想から「鉄がどう

なったのか」という問題をとり上げたい。 

ここでの子どもが解決したい問題は「見えなくなった鉄はどこに行ったの？」である。今までの様子

と異なり、泡が発生していることから、水溶液の外に出ていったと予想する子が出てくるだろう。しか

し、多くの子が５年生で学習したことを想起し、水溶液の中にあると予想することが考えられる。それ

を確かめる方法を検討していく中で、「溶かした食塩は蒸発させると出てくる」という既習事項から、

“水溶液を蒸発させる”や、金属の性質から“試験管に磁石を近づける”などの意見が出てくると考え

られる。この段階では、視覚的に全員が確認できる“試験管に磁石を近づける”をとり上げていく。反

応前の試験管には磁石がくっつくが、反応後の試験管には磁石がくっつかないという現象に出会った子

どもたちは、自分の考えをとらえ直すことになる。そのときに新しく出てくる考えが、水溶液の中にあ

るけど鉄が別のものになったというものである。既習事項と目の前で起こった現象から、水溶液の外に

出ることはないと考えている子が、磁石がくっつかない様子を見て、新たな視点が生み出されることに

より、自分の考えを再構築しながら学びが深まっていくだろう。その後は、次時に水溶液の中の鉄はど

うなったのかを確かめるための方法について検討し、本時の終末を迎える。 

本時では、水溶液中の鉄の行方や変化について、既習事項や目の前で起こった現象などを根拠にして

話し合い、自分の考えを再構築しながらより確かなものにしていく姿をひびき合いの姿としたい。自分

の考えを伝えることが難しい子でも、ネームプレートを使いながら立場を明らかにするなど工夫してい

く。今まで、理科の学習で話し合う根拠の一つに生活経験があったが、本時の学習ではそれが出づらい

と考えられる。そのため、実験中の観察に力を入れて、自分の目でしっかりと確かめられるようにした

り、録画して必要に応じて見られるようにしたりするなどの手立ても考えている。 

  



５ 単元構想 

  



  



６ 本時について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 実践を終えて 

 子どもが実際に見たりしたことや、体験したりして出てきた感想や疑問をもとに学習を進められるよう

にした。興味があることには反応もよく、また、簡単な内容であれば子どもからの声も多く挙がるため、

有色水溶液の見分け（食塩水・醤油・酢）を導入の活動として設定した。普段の学習であまり意欲的に取

り組まない子でも、この活動で水溶液に対して興味・関心をもち、それぞれの水溶液の性質を調べていか

れたのはよかった。 

 5年生で、食塩水やミョウバン水などを扱い、水溶液とはどのようなものか学習している。そこで知っ

た水溶液や、今回の学習で初めて出会うもの、名前だけは聞いたことがあるものなどさまざまあった。そ

こには、刺激臭があるものや慎重に扱わなければならないものがあり、適度な緊張感と好奇心がある中で

学習が進んでいった。提示した 6つの水溶液の正体を追究する活動は、匂いを嗅いだり二酸化炭素を入れ

たりなどわかりやすいなもので、多くの子が水溶液とその性質を結びつけて理解することができた。 

塩酸と鉄を反応させているときには、実験中の様子をよく見ていた子が「なんか鉄が小さくなってい

る！」と言葉を発したことで注目する視点となり、翌日、試験管の中から消えていた（実際には溶けた）

ことから本時の問いが生まれた。塩やミョウバンなど粉末状の物質が溶けることは既習事項としてあった

ものの、金属が溶けることは生活経験でもない。経験したことない現象が目の前で起きていたことから、

「塩酸に反応していた鉄はどうなったのか」と、一人ひとりが問いに向き合い考えていたことから、子ど

もにとって解決したい問いになっていたといえるだろう。 

本時では、鉄が溶けたという意見をもった子が、鉄が空気中に消えていったと考えた子よりも多かっ

た。今までの経験であれば、水溶液中から取り出さない限り物質は水溶液の中にあると考えることが自然

である。だが、塩酸は鉄色になっておらず、泡が発生していたときに鉄が空気中に出ていったと考えた子

もいた。想定していたよりも、空気中に消えたと考えた子の比率が多く、はじめめの話し合いは活発だっ

た。その後、反応した塩酸に磁石を近づける実験を行った。比較実験で行ったミョウバン水と鉄が入って

いる試験管には磁石が近づくが、塩酸と鉄の試験管には鉄の性質が変化しているため磁石に近づかない。



その現象を目の当たりにした子どもたちは、自然と話し合いを始めるなどひびき合う姿が見られ、意見が

変容した子や迷いが生じた子もいた。友だちの話を聴いたり磁石の実験をしたりした後のものの方が、は

じめの話し合いで出た意見よりも、より深くなっていたことはよかったと思う。 

一方で、鉄が溶けたのか消えたのか、子どもたち一人ひとりの基準が異なっていたため、自分はどちら

の立場なのかわからない子もいた。全体で「溶けた」「消えた」のそれぞれの状態のイメージを共通理解

しておくことが、今回の課題として挙げられる。また、本時の問いを解決したあと、その後の学習に対し

て熱量が下がり、あまり興味を示さなくなった子もいた。今回の単元のように中盤で山場を迎え、問題を

解決した後の学習にも意欲的に取り組めるように単元構想をつくっていかなければならないと思った。 


